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本日のプログラム

次週例会 「会員卓話（須藤　隆昭君」（プログラム委員会）

平和と紛争予防／紛争解決月間
「年男多いに語る」（プログラム委員会）
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんに
ちは。先週、２月 1
日の夜間例会『節
分にちなんで』で
は皆さまの邪気が
しっかり祓われた
ものと思います。

同時に、大変うれしい知らせで４名の新入会員をお迎
えすることができました。例会後の二次会・三次会と
多くのメンバーで４名の新入会員全員を囲んで「ロー
タリーとは」「釧路の商売とは」といったお話をさせ
ていただきまして、親交が密にできたかなと思ってお
ります。残念ながら本日、４名とも欠席をしておりま
す。ぜひ皆さん、「最初が肝心」という言葉もありま
すのでお仕事とか普段からの交流の中で「一緒にロー
タリーに行こう」とか「ロータリーを気にかけてネ」
の一言をかけていただきますことを願っておりますの
で、よろしくお願い申し上げます。
　さて、最近の新聞報道とか私の仕事を通じて「釧路
との縁、ゆかりの深い全国の都市からの行き来と交流
事業がひんぱんに行われていると感じさせていただい
ております。釧路市の友好都市とか姉妹都市とか、い
くつの都市があるかご存知ですか。
　気になって私、調べてみましたら、締結の古い順番
に読み上げます。秋田県の湯沢市と姉妹都市。鳥取県

鳥取市と姉妹都市。これが昭和 38年 10月の同じ日
に姉妹都市提携をしました。岡山県岡山市は観光交流
都市。鹿児島県出水市は友好都市。山梨県都留市は友
好都市。最も新しい徳島県那賀町が元々音別町と大塚
製薬のつながりで元々の姉妹、合併をした後に友好都
市提携となっております。
　一方、釧路ロータリークラブに目を向けてみますと、
皆さんご存知のとおり、姉妹クラブ締結は国外で台湾
の台北中央ロータリークラブが唯一となっておりま
す。数年前に国内でも姉妹クラブ、または友好クラブ
の締結を考えてみてはどうかと議論されるようになり
ました。たしか一度、情報集会のネタになったことが
あったと思っています。
　皆さんご存知のとおり、ロータリークラブには世界
大会というのがあっても、全国大会、要するに日本で
の大きな大会は開催されません。ですから釧路ロータ
リークラブが日本全国の都市にお邪魔をする機会がな
かなか難しい事情があります。観光だけとは限りませ
んが、そういう友好クラブ・姉妹クラブの締結でお互
いが、お互いの文化や歴史を知ることも大切なことと
思っております。今後、皆さまから「あそこと提携し
たらいいのでは」とか、逆に「ぜひ、姉妹クラブ・友
好クラブの締結をしたい」という申し入れが来る可能
性もそう遠い未来ではない気がしております。皆さま
には、そういうことも頭の片隅に、どこと提携したら
いいかイメージしながら、ロータリーを楽しむ材料に

会長の時間



 

していただけたらと思っております。
　本日は『年男多いに語る』例会です。節目を迎えた
４名の皆さまの決意・人となり・パーソナリティが聞
ける例会となりますので本日も有意義で楽しい時間に
してまいりましょう。
　本日も一日、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　
幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。
　先ほど、ガバナー補佐と平井実行委員長のお話と重
複しますが、３月 16日に開催されますＩＭについて
です。釧路クラブからは全員登録する予定となってお
ります。ぜひ、多くのメンバーで参加できればと思っ
ております。ご案内は今週中に皆さまにご案内する予
定です。皆さまのご参加をお願いいたします。
　本日、確定申告用の領収書をお渡ししております。
まだ受け取っていない方がおりましたら、帰りまでに
お持ち帰りいただきますようお願いいたします。
　『ロータリーの友』２月号の 28ページに地区補助
金を使った事業で去年行いました話が載っておりま
す。皆さま、内容は私が書いて、木下さんに確認いた
だいたら、ほぼ直されて私の文章ではなくなっている
のですが、写真は私が撮ったものが使われております
ので２月号のご購読をよろしくお願いいたします。
　以上、幹事報告となります。

ごあいさつ
第 2500 地区第７分区ガバナー補佐　佐渡　正幸君
　皆さま、こんに
ちは。本年度第 7
分区のガバナー補
佐を務めておりま
す釧路北ロータ
リークラブの佐渡
です。今日は貴重
な例会の時間をお借りして３月 16日に開催しますＩ
Ｍについてご案内をさせていただければと思っており
ます。
本年度、釧路市においては久々のＩＭ開催となります。
今年度のテーマとしては、青少年の奉仕にスポットを
当てて進めたいと思っております。これからのロータ
リーのみならず、地域社会において、いかに青少年に
奉仕し育成するかが非常に重要な課題と私は思ってい
るところです。
本年度のＩＭのテーマは『希望ある新時代を創造しよ
う。未来を担う新世代のために』と掲げさせていただ
きました。この「新」につきましては、『シン・ゴジラ』
とかでカタカナの「シン」が使われていますが、新し
い「新」のみならず、いろいろな漢字が当てはまると
私は考えています。真実の「真」であったり、親密の

「親」であったり、あるいは伸びる「伸」であったり、
さまざまな「しん」、いわゆる多様性のこれからの社
会において、いろいろな「新時代」を皆さんと考え、
そのテーマの中では青少年の育成で考えて行きたいと
思っている次第です。
本年度のＩＭ登録料につきましては、従来は 8,000
円だったものを、ホテルの夕食代が上がっている関係
で今回は１万円で開催させていただきますこと、そし
て、釧路クラブの皆さまには全員登録していただきま
すことを改めて感謝申し上げまして、3月 16日には
多くの皆さまをお待ちしておりますのでどうぞよろし
くお願いいたします。
詳細につきましては、ＩＭ実行委員長の平井からご報
告させていただきます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。ありがとうございます。

釧路北ロータリークラブＩＭ実行委員長
　　　　　　　　　　　　　　平井　昌弘君

　皆さん、こんにち
は。このたびＩＭ実
行委員長を仰せつ
かった釧路北クラブ
の平井です。どうぞ
よろしくお願いいた
します。

　いま佐渡ガバナー補佐からお話がありましたとお
り、来る３月 16日土曜日、釧路プリンスホテルにて
『インターシティ・ミーティング』を開催する運びと
なりました。
　今回のプログラムでは、３部構成で考えております。
まず、１部では、当クラブの足立ＰＤＧから青少年に
関する基調講演いただく予定です。既に皆さまのお手
元にご発送させていただいていると思いますが、時間
が 30分から 40分弱で、若干の変更があるかもしれ
ません。そこだけ、ご理解をいただければと思います。
２部については各クラブ会長様より、今年度行った青
少年奉仕事業、また奉仕事業の報告をしていただきま
す。その後に、メインの高校生を交えたパネルディス
カッションを行う予定です。今回のパネルディスカッ
ションでは湖陵高校、江南高校、商業高校、東高校の
４校の１・２年生を対象にしたアンケートを今、集計
しています。内容については、「今後の釧路の行く末」
「自分の将来の夢」「釧路に戻って来たい」「釧路にど
ういう魅力があるか」など、釧路をどう考えているか
の生の声を引き出そうというところが狙いでありま
す。そこでロータリーを知ってもらうとか、奉仕活動
を知ってもらうとか、そういった内容で進めて行こう
と思っています。
　コーディネーターは、まさにMr・コーディネーター
の佐渡ガバナー補佐がおりますので素晴らしい内容に



 

■ 本日のプログラム ■
年男大いに語る

なると思っています。また、いわゆるＺ世代の下の世
代からの生の声を聞ける場面が少ないと思っています
ので、この機会を有意義にしていきたいと強く考えて
いるところです。
　また、友愛の広場では、昨年は白糠で開催しました
が、この釧路では４年ぶりで皆さん楽しみにしている
と聞いております。われわれは余興のほうもしっかり
設えて皆さまをお迎えできるようにＩＭを取り組んで
行きたいと思います。
　今日は例会前の貴重な時間を頂戴しましてご案内さ
せていただきました。３月 16日、是非、たくさんの
ご参加をお願い申し上げて私からの挨拶に代えさせて
いただきます。
今日はありがとうございました。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長　
　プログラム委員
会の八幡です。本
日は『年男多いに
語る』ということ
で４名の年男にお
話を伺いたいと思
います。
　まず、はじめに、昭和 51年生まれの東堂君、お願
いいたします。

東堂　光春君
　こんにちは。年男
多いに語るというこ
とで、今年 48歳に
なります東堂です。
天方さんの貴重なご
講演があるというこ
とですので、私は手

短にお話させていただきたいと思います。
　48歳ということで、思えば 24歳の時、出会い系
サイトで妻に出合い、36歳で離婚の危機を迎え、48
歳で別居で、夫婦円満という生活を送らせていただい
ております。まぁ、今年はどうなるかわかりませんが
夫婦円満に行きたいと思っております。
　子どもは３人おります。長男は今年 20歳になって
東京におります。次の娘が今年 18歳で仙台の常盤木
学園という過去サッカー日本一を３回取った強豪校の
３年生です。先日、新人戦があったのですが 10番と
いうユニホームを着て、感動したのです。「常盤木 10
番」というのは巷では有名な背番号です。うまく行け
ばプロに行けるのではというところまで来ています。

６月のインターハイを控えていて、そこで、宮城県代
表になれば声がかかるだろうと言われていますが、予
選で負けたら多分もう終わりだろうとなっています。
娘も寮生活で大変な中、頑張って練習しておりますの
で応援して行きたいと思います。
　その下に、もう一人息子がおります。いま中三です
が、これもサッカーをやっています。この前、東海大
札幌高校、昔の東海第四高校のキーパーの特待で合格
が決まりました。なぜかこの息子もプロを目指してい
て身長は僕と同じくらいになって、これも高校２年生
までに 190 センチメートルを超えればいいとこ行く
みたいに言われていまして、多分無理だと思いますけ
れど一縷の望みをかけてサッカーに打ち込んでおりま
す。
　それで、妻も３年の札幌留年が決まりましたので、
３年間、釧路の地でしっかりロータリー活動を頑張っ
て行きたいなと思います。
　そして、うちの会社は１月 24日に会社設立 50周
年を迎えました。先代の頑張りでここまでやってこら
れたのですけれど、私としては 100 年企業を目指し
ての折り返しと思って、また新たなスタートを切って
やっております。目標にしていたのは、僕が社長になっ
た時の平均年齢は 55歳くらいだったのが、45歳く
らいまで下げて後継をつくろうと決意して、これも先
日、平均年齢 45歳を突破しています。女性比率も今
は 30％を超えています。別に女好きではありません。
女性の比率を増やして女性の社会進出を念頭に置いて
やっております。やはり、出入りの激しい業界であり
まして若手が入ってこないという業界ですが、しっか
り YouTube、TikTok で踊って若手を獲得して行きた
いと思っておりますので、皆さん、チャンネル登録を
よろしくお願いいたします。
　ありがとうございました。

川島　勝典君
　皆さん、こんにち
は。いつもお世話に
なっている川島で
す。私は昨年の５月
に入会させていただ
きまして、今月で約
９カ月が経過しま

す。それまでロータリークラブには縁もゆかりもな
かったものですから、最初はすごく不安だったのです
けれどおかげさまで、皆さまのご指導もありまして少
しはお役に立てているのかなという気がしておりま
す。これからもよろしくお願いいたします。
　本題のほうですが、おとといの夕方に「なにか、話
して欲しい」と言われたものですから、何を言ったら
いいのか困って、ある人に相談したら、「今までの人生、



 

節目ごとにあったことを話せばいい」とアドバイスを
いただきましたので、今日はそのような話をしたいと
思います。
　普段、何気なく生活をしていますと、60歳といっ
てもただ年を１つ取っただけという感覚しかありませ
ん。自分は勤め人で転勤もありますし、定年が 65歳
と設定されていますので、もう少し頑張らなければい
けないと考えているわけです。ただ、人生の節目とし
て還暦を迎えるということについて、改めて考えると
いろいろな感情が湧いてきます。生まれた年を含めて
６回目の年男となりますので、その節目・節目におけ
る感想と出来事を当時のことを思い浮かべながら述べ
てみたいと思います。
　生まれた年の記憶は当然ありません。昭和 39年に
あった出来事としては、北海道の大きな出来事はなく
て、東京オリンピックが開催された年になります。
それから 12年後、12歳の時は昭和 51年で小学校か
ら中学校に上がる時でした。私は上川管内の当麻町と
いう小さな田舎町で暮らしていて、その時の自分は
60歳になった時にはどうなっているかなど想像して
いなかったです。当時は少年野球をやっていて、夢と
しては野球選手になれたらいいなとありふれた夢を描
いておりました。また、どんな仕事に就きたいとか、
そのような具体的なことは全く考えていませんでし
た。この年はあまりいい出来事がなくて、子どもなが
らにロッキード事件が世間を賑わせていたのを覚えて
います。北海道関連の出来事では、ソ連のミグ 25が
函館空港に強制着陸をしたのを鮮明に覚えておりま
す。
　さらに 12年が経って 24歳の時は昭和 63年です。
既に現在の職場に就職して、札幌に勤務しておりまし
た。この年に結婚したものですから、その時は今後の
人生設計とかを自分なりに思いめぐらせていたのをよ
く覚えています。子どもを何人欲しいとか、いくつま
でにマイホームを持つとか、いろいろ考えていたので
すけれども、そのほとんどが実現されていません。こ
の年の北海道に関わる出来事としては、青函トンネル
が開通しています。
さらに 12年が経って 36歳の時、平成 12年で勤務
地は深川でした。就職してから 18年経っていて一般
職ではあったのですが、仕事のやり方やお客様の対応
などはよく分かっていましたので、いま考えると一番
油がのっていた時期だったと記憶しています。ただ、
次はどこに転勤するかを常に気にして仕事をしていた
のを覚えています。プライベートでは娘を二人もうけ
ています。まだ二人は小さかったものですから、とて
も可愛がっていたのを覚えています。この年は西暦
2000 年で「2000 年問題」を心配しながらの年明け
でしたけれども、フタを開けてみると全く何もなかっ
たです。全くではなかったかもしれないけど、大きな

問題はなくて胸をなでおろしたのを覚えています。北
海道に関する出来事としては、有珠山が噴火しており
ます。
それから 12年後の 48歳の時は、平成 24年で勤務
地は小樽でした。小樽はご存知のように釧路と同じ港
町で歴史もある街です。とてもいい所で、釧路と同じ
くらいに私が好きな街なので、そこに通算 12年以上
住んでいたものですからすっかり馴染んでしまい、こ
のまま永住しようかと考えたこともありました。そう
はならなかったのですけれど、その時の職場での立場
は係長で初めての管理職で、とてもやりがいはあった
のですけど大変さも思い知らされた時期です。どうす
れば部下をうまく動かせるか、この仕事は自分でやっ
ちゃったほうが早いのではと思い悩んでいたのをよく
覚えています。この年の出来事としては、北海道に関
わることはなかったのですけれど、東京スカイツリー
が開業しています。
そして60歳の今年ですが、いきなり大きな地震があっ
たり飛行機の事故があったり、波乱の幕開けとなりま
した。この先、どんなことが起きるのか全く想像でき
ませんけれど、自分としては人生の大きな節目を迎え
るわけですから、良い意味で記憶に残るような年にで
きればと考えています。
さらに、釧路でそのような年を迎えるのも何かの縁だ
と思いますので一生忘れることのない思い出になるの
ではないかと考えています。
自分が今日までやって来られたのは家族や友人、職場
の仲間、そしてこのクラブのような職場を離れた皆さ
まとのお付き合いなど、様々な出会いによってなされ
たものとして感謝しています。これからも謙虚な気持
ちを忘れずに進んでいくことを胸に誓って私の年男の
お話としたいのですけれども、最後に、私が勤めてい
る電気保安協会の宣伝を少しさせて欲しいのです。テ
レビコマーシャルも放映しているのですけれども、あ
れだけではピンとこない方もいらっしゃると思い、ご
説明します。
私どもの仕事は大きく分けて３つあります。一つ目は
「保安業務」といって、皆さまが所有しているビルや
工場の電気設備の点検、省エネルギーのご提案が主な
仕事です。こちらのセンチュリーキャッスルホテルも
うちの担当者が点検にお伺いしております。二つ目は
「調査業務」といって、皆さまが住まわれているご自
宅に漏電の調査にお伺いするのが主な仕事です。４年
に１回、必ずお伺いすることになっておりますので、
その際は嫌がらずにご協力をよろしくお願いします。
三つ目は「広報業務」といいまして、電気の安全な使
用についての周知活動、啓蒙活動となっています。ご
要望があれば、自治体、企業の職員様に対しての電気
安全講習会を開催しておりますので、機会があればお
声掛けしていただければと思います。



 

最近ではスポーツを通じた広報活動で、プロのカーリ
ングチームのスポンサーにもなっているのですが、ロ
コ・ソラーレが強いものですから、この知名度が低く
て。名前が分からないのですが『フォルティウス』。
旧北海道銀行のチームですが一回解散して、再度この
名前で活動を始めたことでこのチームのスポンサーを
次のオリンピックまで続ける予定でおります。
以上、簡単なＰＲをさせていただきました。今後とも
よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございました。

戸川　達雄君
　それでは話させて
いただきたいと思い
ます。「年男」とい
うお話をいただいて
気が付いたのは、自
分自身として自覚が
なかったのですけれ

ども、気が付いてみますと 60年、人生の半分以上を
北海道で暮らすことになりました。東京出身なのです
けれど北海道に就職して、気が付くと人生の半分以上
を北海道で暮らすことになり、結婚して子どもも生ま
れて、子どもも育っていることで人生の節目として思
い起こすと、北海道に来て良かった。私は暑いのが苦
手なので東京などには戻れないかなと思いながら日々
を暮らしているのです。
　私からは、私の会社にいるもう１人の年男をご紹介
させていただきたいと思ってお伺いしたのです。人間
ではないのですけれど、ＳＬ「C11 171」が冬の湿原号
としていま走っているのですけれど、昭和 15年生ま
れで、今年が辰年の 84歳です。まさにＳＬも年男に
なっております。
　84歳ですけれど、現場の第一線でお客様を乗せて
営業運転をしているのです。正直に言って本当に苦労
は絶えないのです。年男として活躍している雄姿を皆
さまにもご覧いただきたいと思っています。
　昭和 15年７月 19日に兵庫県で製造され、生まれ
まして、それから引退して標茶で保存していただいて
いたものを、2000 年からもう一度運転して今に至っ
ているのです。ＳＬが運転しているのは北海道では釧
路だけです。全国の中でもかなり数が少なくなってき
ております。
　先ほど、苦労も多いという話をしましたが、おとと
しは重篤な不具合が生じて一切運転ができない１年間
がありました。去年も最終日くらいまではうまく運転
できていたのですけれど、最終日に重篤な不具合が生
じてから半年間、一生懸命に直してまいりました。そ
して、これで大丈夫と思った 12月に標茶まで試運転
をしていたところ、行は良かったのですが帰ってこら

れなくなってしまい、ディーゼル機関車に引っ張られ
て戻ってきました。それからは、どうして壊れたのか
と直しに直して、1月にどれだけ今年は無理ですと言
おうかと思ったのですけれど運転ができるようになり
まして、試乗会を１月に行ったところ、途中で止まっ
てしまいました。今度は「蒸気が上がりません」とい
うことで、なんとか直したつもりだったのですが、今
週は毎日運転することになっていて、日曜日くらいか
ら「蒸気が上がらず、後ろにディーゼル機関車を付け
て運転させてください」となり、いまディーゼル機関
車を付けて運転させていただいています。毎日の運転
が月曜日までなので、その後３日間くらい運転しない
日があるので、その間にもう一度点検してどうするか
があるのです。
　点検するほうも、運転するほうも、苦労は絶えない
のですけれども、それだけ大切なものだと思って運転
をさせていただいております。運転するほうも、メン
テナンスするほうも、若い社員がそれを見て「私もや
りたい」と後継者が出て来ていますので、何とかＳＬ
を大切にしながら、釧路の風物詩としてずーっと、と
いう訳には行かないかもしれないけれど、少しでも長
く運転をしていきたいと思っていますので皆さま、Ｓ
Ｌの 84歳・現役で働いている雄姿をどこかでご覧い
ただいて、乗っていただき、写真を撮っていただいり
していただければと思いますので、どうぞよろしくお
願いいたします。
　以上、私の会社にいる年男のご紹介をさせていただ
きました。これからも皆さまにご指導をいただきなが
ら、私たちもひとつずつ年を取らせて行きたいと思い
ますのでどうぞよろしくお願いいたします。
　今日はありがとうございました。

天方　智順君
　皆さん、こんにち
は。39年生まれの
とりということです
が。私、先月にめで
たく還暦を迎えられ
ることができまし
た。川島さん、戸川
さんよりも学年が上になりますので還暦の年に赤い
チャンチャンコでなくて赤タスキの役目になるのも何
かの縁かと思っております。
　いいことばかりではないのです。実は 39年生まれ
は、厄年なのです。実感しました。１月 17日に対外
的には嘘をついて「自宅の前で滑って転んだ」として
いたのですが、実は自宅の階段、ラスト２段を踏み外
して落下しました。左足首がグキッといったので、す
ごく痛いけど歩けるので骨は大丈夫かなと思っていつ
も行く鍼灸院に行って、折れてないと思ったら鍼灸院



 

の院長が荒治療をされて。どうしても痛いものですか
ら改めて整形外科に行ったら、なんと折れていました。
折れたまま 1週間以上もウロウロしている自分も何
なのかなと思っています。やっぱり、厄年のひとつか
なと思います。
　48歳の時、今の東堂さんのように私も 12年前に
はそういうスピーチをしたなと思っていて、12年は
早いです。あと 12年、もう一回ここに立てるように
頑張りたいと思います。
　今日は、ありがとうございます。

本日のニコニコ献金

■天方　智順君　おはらいのつもりです。
今年度累計　　395,000 円　　


